
　第2 回変更　 平成 26年 3月27日

1 串間市安全・安心の公園づくり（防災・安全）

平成24年度 ～　平成28年度 （5年間） 串間市

・串間市総合運動公園の公園施設の長寿命化計画を策定する。

・串間市総合運動公園施設における利用者数を53,153人(H23年度実績）から60,000人(H28)に増加する。

・平成28年度までに、串間市総合運動公園において公園施設長寿命化計画に基づく公園施設の改築を行い、改築が必要な公園施設の割合を20%（H25末）から17%にする。

（H24当初） （H26末） （H28末）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 串間市 直接 5.0 －

1-A-2 公園 一般 串間市 直接 126.0 －

1-A-3 公園 一般 串間市 直接 都市公園事業（串間市総合運動公園） 293.0 －

1-A-4 公園 一般 串間市 直接 166.0 策定済

合計 590.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-C-1 公園 一般 宮崎県 直接 防災機能強化促進事業（串間市総合運動公園） 50.0
合計 50.0

番号 備考

1-C-1

その他関連する事業

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

・串間市総合運動公園における施設利用者数を測定する。

・改築が必要な公園施設の割合（長寿命化計画期間内に施設の撤去・設置が必要な割合）※長寿命化計画様式２より

要素となる事業名
（事業箇所）

事業者

市町村名
港湾・地区名

要素となる事業名

  当    　初　 平成 25年 2月26日　

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

串間市

市町村名
事業内容

串間市串間市

全体事業費
（百万円）市町村名

事業種別

公園事業（1-A-2）（1-A-3）と一体的に実施することにより災害発生時の円滑かつ適正な避難が可能となり安全性の確保が期待できる。

串間市

串間市 防災機能強化のための案内板、街灯整備

一体的に実施することにより期待される効果

串間市

要素となる事業名

６４０百万円

串間市公園施設長寿命化計画策定

番号 事業者 事業内容

事業者

要素となる事業名

（延長・面積等）
全体事業費
（百万円）

事業者

計画の名称

交付対象計画の期間

計画の目標

　本市の総合運動公園施設は、供用開始以降３０年以上経過している施設が多く、老朽化が顕著に表れている状況であるため、施設の改修や更新を行うとともに、大規模地震・津波に備えた都市機能の向上や多
様化する市民ニーズに対応するための施設整備を行い、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備を図る。また、公園長寿命化計画に基づき計画的に施設の機能保全・向上を図り
施設利用者の安全・安心の確保や、トータルコストの低減を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

番号

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

串間市
串間市総合運動公園の野球場におけ
るスコアボードの改築　等

串間市串間市公園施設長寿命化対策支援事業

串間市総合運動公園施設改修 18.8ha

Ａ Ｂ５９０百万円

（事業箇所）

串間市

Ｃ－　百万円 　　　　　５０百万円

串間市

中間目標値

Ｃ/(Ａ+Ｂ+Ｃ)
７．８　％

市町村名

串間市総合運動公園施設長寿命化計画策定

防災拠点施設整備（弓道場、トイレ）

1件

－

・長寿命化計画策定公園数

備考

全体事業費
効果促進事業費の割合

当初現況値

19.5%

0件

最終目標値

16.5%

1件

定量的指標の現況値及び目標値

個別施設計画
策定状況

個別施設計画
策定状況

個別施設計画
策定状況

社会資本総合整備計画

53,153人 56,900人 60,000人

事業実施期間（年度）

串間市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業


